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上
半
期
の
各
部
門
を
合
わ
せ
た
事
業

総
利
益
は
３
億
７
９
９
５
万
円
（
計
画

比
１
０
２
・
３
％
）
と
な
り
、
事
業
利

益
に
お
い
て
は
計
画
差
８
３
１
万
円

増
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
計
画
差

１
１
４
８
万
円
増
の
実
績
と
な
り
、
順

調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
半
期
も
２
カ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
各
事
業
、
計
画
達
成

に
向
け
事
業
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
以
下
に
各
部

門
の
上
半
期
実
績
に
つ
い
て
概
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

一
．
生
乳
販
売
事
業

①
　
生
産
状
況
等
に
つ
い
て

　
生
乳
生
産
量
は
当
初
計
画
並
み
で

推
移
し
ま
し
た
が
、
大
規
模
酪
農
家

の
生
産
量
が
前
年
比
１
０
４
・
５
％

と
大
き
く
上
回
り
、
さ
ら
に
暑
熱
の

影
響
も
少
な
く
堅
調
な
生
産
が
続
き

生
産
量
11
万
９
６
２
７
ｔ
（
前
年
比

１
０
０
・
６
％
、
計
画
比
１
０
１
・
７
％
）

と
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

た
。
生
乳
販
売
高
は
、
関
東
生
乳
販

連
の
特
定
乳
製
品
向
け
が
前
年
比

92
・
３
％
と
減
少
し
、
さ
ら
に
加
工

率
が
０
・
61
％
下
回
っ
た
こ
と
も
加

わ
り
、
１
３
４
億
21
万
円
（
前
年
比

１
０
０
・
９
％
、
計
画
比
１
０
２
・
２
％
）

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

②
　
乳
質
に
つ
い
て

　
乳
脂
肪
率
は
、
第
１
四
半
期
迄
は
前

年
を
上
回
る
状
況
で
し
た
が
、
夏
季
に

入
り
大
規
模
酪
農
家
の
低
下
が
影
響
し

前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
無
脂
乳
固
形

率
は
、
８
月
が
前
年
を
上
回
り
ま
し
た

が
、
他
は
前
年
並
み
の
状
況
で
す
。
体

細
胞
数
は
５
月
が
前
年
並
み
で
し
た

が
、
他
は
前
年
を
下
回
る
好
成
績
と
な

り
ま
し
た
。
上
半
期
の
不
合
格
件
数
は

前
年
を
１
４
２
件
下
回
り
、
５
１
２
件

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
完
全
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
重
点

項
目
の
未
記
帳
者
を
０
件
と
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
尚
、
不

良
乳
の
発
生
は
上
半
期
に
お
い
て
前
年

同
期
よ
り
３
件
増
加
し
３
件
で
し
た
。

③
　
奨
励
金
に
つ
い
て

　
需
要
期
出
荷
奨
励
金
は
１
億
２
６
１
７

万
円
（
前
年
比
１
０
１
・
２
％
、
計
画
比

１
０
２
・
４
％
）
で
、
需
要
期
優
良
生
乳
出
荷

奨
励
金
は
該
当
率
24
・
２
％
、
３
７
８
５
万

円
（
前
年
比
１
０
０
・
１
％
、
計
画
比
95
・

７
％
）
の
実
績
で
し
た
。

④
　
生
乳
計
画
生
産
に
つ
い
て

 

上
半
期
の
生
乳
計
画
生
産
は
、
組
合

員
の
申
告
乳
量
（
割
当
配
分
）
比
99
・

５
％
で
、
関
東
生
乳
販
連
計
画
生
産
目

標
数
量
の
１
０
０
・
５
％
で
し
た
。

二
．
市
乳
販
売
事
業

　
来
年
３
月
末
で
の
市
乳
販
売
事
業
中

止
に
向
け
て
、
帳
合
先
や
客
先
を
訪
問

し
て
事
業
中
止
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
Ｐ
Ｂ
牛
乳
の
か
ま
し

ん
牛
乳
、
な
が
し
ま
牛
乳
、
ふ
れ
あ
い

牛
乳
に
つ
い
て
は
、
栃
木
明
治
牛
乳
株

式
会
社
や
明
治
フ
レ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
と
連
携
し
て
市
乳
事

業
終
了
に
向
け
て
の
協
議
を
重
ね
、
各

バ
イ
ヤ
ー
、
担
当
者
に
Ｐ
Ｂ
牛
乳
の
提

案
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
説
明
、
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
帳
合
先
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
適
宜
販
促
を
実
施
し
て
組

合
牛
乳
の
拡
販
に
努
め
ま
し
た
。

　
事
業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
乳

販
売
売
上
総
数
量
88
万
本
、
計
画
比

１
０
０
・
３
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
購
買
事
業

　
上
半
期
の
飼
料
供
給
量
は
、
濃
厚

飼
料
３
万
９
５
３
５
ｔ
（
計
画
比

１
０
１
・
１
％
）
粗
飼
料
１
万
７
０
４
０

ｔ
（
計
画
比
95
・
４
％
）
と
濃
厚
飼
料

は
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
粗
飼
料

に
つ
い
て
は
自
給
飼
料
利
用
増
等
に
伴

い
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
利
用
量
別

奨
励
金
も
配
合
飼
料
１
億
７
４
４
万

円
、
粗
飼
料
１
４
０
４
万
円
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

等
７
１
１
万
円
で
特
に
配
合
飼
料
供
給

量
別
奨
励
金
が
計
画
を
上
回
り
総
額

で
１
億
２
８
６
１
万
円
（
計
画
比
で

１
０
２
・
３
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

　
事
業
収
支
に
お
い
て
は
４
月
以
降
為

替
円
高
の
影
響
を
う
け
、
特
に
粗
飼
料

が
値
下
げ
傾
向
と
な
り
、
収
益
面
で
は

８
８
７
４
万
円
（
計
画
比
94
・
５
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

四
．
酪
農
指
導
及
び
流
通
事
業

　
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
巡

回
指
導
を
通
し
飼
養
管
理
改
善
を
行
っ

た
ほ
か
、
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定

と
拡
大
に
向
け
た
支
援
、
各
種
補
助
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
・
制

度
資
金
借
入
等
や
組
織
活
動
支
援
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定
と

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
お
い
て
、

農
作
業
受
委
託
組
織
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
７
月
に
組
織
さ
れ
た
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
大
田
原
の
法
人
化
に
協
力
し
８

月
に
農
事
組
合
法
人
化
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
那
須
高
原
支
所
管
内
の
一
地

域
に
お
い
て
、
新
規
組
織
の
立
ち
上
げ

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
あ
り
、

今
後
も
検
討
を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
技
術
面
に
お
い
て
は
、
台
風
後

の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
の
注
意
点
に
つ

い
て
情
報
を
発
信
し
、
被
害
の
軽
減
に

努
め
ま
し
た
。
更
に
、
当
期
も
県
北
を

中
心
に
放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
る
牧

草
の
給
与
前
検
査
が
必
要
と
な
り
、
サ

ン
プ
ル
採
取
の
巡
回
等
を
通
し
安
全
で

安
心
な
生
乳
生
産
に
努
め
ま
し
た
。

　
補
助
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
と
し
て
畜
産
・
酪
農

収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
２
２
４
戸
）
及
び
畜
産
・
酪
農
生
産

力
強
化
対
策
事
業
（
１
７
１
戸
）
を

は
じ
め
、
酪
農
生
産
基
盤
強
化
事
業

（
２
１
９
戸
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
担
い
手
育
成
支
援
と
し
て
は
、
今
年

度
も
９
月
に
婚
活
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

し
、
そ
の
結
果
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成

立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
は
青
年

部
員
の
独
身
者
組
織
で
あ
る
Ｄ
Ｄ
Ｆ

（
デ
ー
リ
ィ
・
ド
リ
ー
ム
・
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
）
主
催
の
ド
ラ
イ
ブ
デ
ー
ト
も
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
行
っ
た
婚
活

支
援
事
業
の
参
加
者
が
、
１
組
入
籍
い

た
し
ま
し
た
。

　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
定
休
利
用

増
の
影
響
で
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
計
画
比
１
０
８
・
０
％
）

平
成
28
年
度
上
半
期
事
業
実
績
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五
．
改
良
事
業

　
凍
結
精
液
事
業
で
、
乳
用
牛
は
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
及
び
後
継
牛
安
定
確
保
対

策
事
業
に
よ
り
性
判
別
精
液
の
利
用
が

促
進
さ
れ
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。
肉

用
牛
は
人
気
種
雄
牛
の
確
保
に
努
め
販

売
増
を
図
り
ま
し
た
が
、
大
口
利
用

者
へ
の
供
給
減
の
影
響
も
あ
り
計
画

を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
乳

用
牛
及
び
肉
用
牛
精
液
の
合
計
で
は

２
万
１
０
６
６
本
と
な
り
ま
し
た
（
計

画
比
１
０
３
・
５
％
）。

　
受
精
卵
販
売
事
業
は
、
乳
用
牛
精
液

と
同
様
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
の
性
判

別
受
精
卵
及
び
和
牛
受
精
卵
、
リ
ピ
ー

ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
対
策
の
Ｆ
１
受
精
卵
供

給
に
よ
り
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
（
計
画
比
１
４
３
・
４
％
）。

　
登
録
業
務
で
は
、
血
統
登
録
は
自
動

登
録
へ
２
件
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
事
故
の
解
消
に
努
め
た
結

果
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計
画
比

１
１
１
・
０
％
）。
牛
群
検
定
事
業
に
つ

い
て
は
、
検
定
成
績
の
利
活
用
普
及
支

援
に
努
め
、
上
期
に
お
い
て
お
試
し
事

業
に
３
件
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
改
良
事
業
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
事

業
利
益
で
１
３
１
４
万
円
（
計
画
比

１
２
３
・
４
％
）
で
し
た
。

六
．
診
療
事
業

　
繁
殖
検
診
事
業
は
、
５
月
か
ら
３
名

体
制
で
取
り
組
み
、
夏
場
が
涼
し
か
っ

た
こ
と
で
、
発
情
鑑
定
や
妊
娠
鑑
定
、

乾
乳
前
の
再
妊
鑑
が
多
く
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
（
計
画
比
１
０
６
・
６
％
）。

乳
房
炎
防
除
事
業
は
、
バ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
宇
都
宮
・
県
南
支

所
は
全
戸
で
実
施
し
、
高
原
支
所
で
は

地
域
、
支
部
、
班
で
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
１
支
部
が
未
実
施
の
た
め
計
画
を

下
回
り
ま
し
た
（
計
画
比
95
・
６
％
）。

し
か
し
、
個
体
及
び
分
房
乳
検
査
は
、

高
原
支
所
管
内
で
新
規
の
取
り
組
み
が

多
く
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計
画

比
１
３
６
・
２
％
）。
受
精
卵
移
植
事
業

の
採
卵
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
和
牛

共
に
依
頼
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま

し
た
。（
計
画
比
１
７
２
・
０
％
）。
移

植
は
、
和
牛
や
Ｉ
Ｖ
Ｆ
卵
の
移
植
依

頼
の
減
少
と
、
移
植
適
期
牛
が
少
な

く
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
計
画
比

78
・
８
％
）。
人
工
授
精
は
、
夏
場
気

温
が
低
か
っ
た
こ
と
で
、
自
然
発
情
や

検
診
時
の
同
期
化
に
よ
る
授
精
が
多

く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計
画
比

１
３
２
・
４
％
）。
診
療
事
業
収
支
に
つ

い
て
は
、
事
業
利
益
で
１
３
７
６
万
円

(
計
画
比
１
１
２
・
９
％)

と
な
り
ま
し

た
。

七
．
牧
場
事
業

　
牧
場
事
業
は
、
牧
場
の
飼
養
、
圃
場

管
理
全
般
の
作
業
等
を
酪
農
と
ち
ぎ
の

子
会
社
で
あ
る
㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
に
委
託
し
、
効
率
的
な
事
業

運
営
が
図
れ
ま
し
た
。
飼
養
管
理
、
衛

生
管
理
を
徹
底
し
発
育
向
上
に
努
め

た
結
果
、
授
精
月
齢
の
短
縮
が
図
れ

ま
し
た
。（
平
均
24
・
６
ヶ
月
齢
分
娩
）

預
託
頭
数
は
２
３
８
７
頭
（
前
年
比

１
０
１
・
１
％
、
計
画
比
１
０
２
・
７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
収
支
に
つ
い
て
は
、

小
林
放
牧
場
と
土
上
平
放
牧
場
を
利
用

し
、
効
率
的
な
運
営
が
で
き
、
事
業
利

益
は
、
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
お
、
乳
用
雌
子
牛
の
買
取
り

育
成
販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
初
妊
牛

と
し
て
２
頭
を
販
売
、
現
在
１
頭
を
飼

養
し
て
お
り
初
妊
牛
で
販
売
し
ま
す
。

㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
酪
農
と
ち
ぎ
の
子
会
社
で
あ
る
㈱

酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
事
業

運
営
状
況
は
、
天
候
の
影
響
も
あ
り

１
９
５
・
９
ha
の
受
託
で
計
画
比
98
・

０
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
的

支
援
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
少
な
く

４
８
７
・
５
時
間
で
計
画
比
93
・
８
％

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
収
支
に
つ
い

て
は
、
費
用
減
に
よ
り
事
業
利
益
59
万

円
と
な
り
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

八
．
経
営
管
理

　
事
業
管
理
費
は
、
落
雷
に
伴
う
修
繕

費
の
増
は
あ
り
ま
し
た
が
、
人
件
費
を

含
む
一
般
管
理
費
の
減
も
あ
り
、
ほ
ぼ

計
画
通
り
の
３
億
６
７
５
９
万
円
（
計

画
比
１
０
０
・
０
％
）
の
実
績
で
し
た
。
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10
月
22
日
、
栃
木
県
畜
産
酪
農
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ミ
ル
ク
の

国
と
ち
ぎ
　
栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア

二
〇
一
六
」
と
題
し
、
栃
木
県
酪
農
協

会
主
催
、
県
内
５
酪
農
協
後
援
、
県
牛

乳
普
及
協
会
の
協
賛
で
、「
第
26
回
栃

木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
と
併
せ

て
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
フ
ェ
ア
会
場
は
、「
ミ
ル
ク
の

国
ゾ
ー
ン
」
と
「
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
」
と
に
分
か
れ
、
ミ
ル
ク
の

国
ゾ
ー
ン
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地
か
ら
63
頭
の

乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会
会
場

外
側
で
は
、
農
機
具
や
資
材
等
を
酪
農

関
連
業
者
が
展
示
出
店
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
、
酪
農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
で
は

「
ミ
ル
ク
王
国
フ
ェ
ア
」
と
題
し
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
以

下
の
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
　「
ミ
ル
ッ
ト
子
供
広
場
コ
ー
ナ
ー
」

　
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
う

し
丸
ふ
わ
ふ
わ
・
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
落

書
き
コ
ー
ナ
ー

②
　「
バ
タ
ー
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

③
　「
ミ
ル
ク
バ
ス
ボ
ム
工
作
コ
ー
ナ
ー
」

④
　「
と
ち
ぎ
の
乳
製
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
多
く
の

家
族
連
れ
等
で
賑
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、

青
年
部
の
協
力
に
よ
る
搾
乳
模
擬
体
験

や
子
牛
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
栃
木
県

酪
農
青
年
女
性
会
議
の
方
々
の
協
力
に

よ
る
恒
例
「
牛
乳
入
り
豚
汁
」
の
販
売

に
も
多
く
の
方
が
列
を
な
し
好
評
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
大
勢
の
方
々
に
協
力
を
得
て
盛
会
に

終
了
で
き
、
消
費
者
の
理
解
が
一
層
深

ま
っ
た
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア
二
〇
一
六
開
催

バルーンパフォーマンス

ロールベール落書きコーナー牛乳入り豚汁コーナー 手作りピザ体験

フードコーナー農機具展示 休憩コーナー
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北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
審
査
部
企
画
課

長
、
稲い

な

山や
ま

智と
も

明あ
き

氏
を
審
査
員
に
迎
え
未
経
産
４
部
、
経
産

４
部
、
63
頭
の
精
鋭
が
県
内
よ
り
集
結
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

改
良
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
当
組
合

か
ら
名
誉
賞
未
経

産
の
部
に
は
大
関

悠
太
氏
、
準
名
誉

賞
経
産
の
部
に
は

松
井
光
氏
が
輝
き

ま
し
た
。
各
部
上

位
入
賞
牛
結
果
は

別
表
の
通
り
で

す
。
入
賞
者
の
皆

様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
26
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

名誉賞　未経産の部：大関　悠太氏 稲山審査員

上位入賞者と共に
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那
須
高
原
支
所

愛
情
た
っ
ぷ
り
♪

カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
作
り

　
女
性
会
那
須
支
部
（
石
川
文
子
支
部

長
）
で
は
、
10
月
27
日
に
大
同
集
落
セ

ン
タ
ー
に
て
、寒
冷
時
期
に
向
け
、カ
ー

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
作
り
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
作
成
方
法
や
必
要
資
材
は
別

※

途
通
り

で
す
。
生
地
に
は
家
で
不
要
に
な
っ
た

毛
布
や
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
な
り
、
と
て
も
経

済
的
で
す
。

　
今
回
の
講
習
で
は
、
し
つ
け
ま
で
行

い
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
ミ
シ
ン
縫
い
で

き
る
状
態
ま
で
仕
上
げ
る
予
定
で
し
た

が
、
簡
単
に
作
成
で
き
る
の
で
、
手
縫

い
で
最
後
ま
で
完
成
さ
せ
て
い
る
方
も

お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

安
価
に
作
成
で
き
る
の
は
勿
論
、
首

や
胴
の
固
定
部
分
が
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー

プ
だ
と
毛
が
こ
び
り
付
き
、
す
ぐ
に

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
外
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
バ
ッ
ク
ル
仕
様
に

し
、
し
っ
か
り
固
定
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
講
習
会
の
中
で
、
石
川
支
部
長
よ
り

「
風
邪
を
引
き
や
す
い
こ
の
時
期
に
大

切
な
こ
と
は
保
温
す
る
こ
と
で
す
。
人

間
は
体
温
が
１
℃
上
昇
す
る
と
、
免
疫

力
が
２
～
３
倍
上
が
る
と
言
わ
れ
、
寒

冷
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
子
牛
も
保

温
が
大
切
で
す
。」
と
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
冬
場
は
寒
さ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗

し
や
す
い
時
期
で
す
。
成
牛
は
ル
ー
メ

ン
発
酵
で
体
温
保
持
が
で
き
ま
す
が
、

子
牛
は
未
発
達
状
態
で
す
の
で
、
外
か

ら
保
温
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保

持
と
免
疫
力
向
上
が
期
待
で
き
、
増
体

に
繋
が
り
ま
す
。

　
生
涯
で
大
切
な
哺
育
期
間
に
、
皆
さ

ん
も
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
カ
ー
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
元
気
な
後
継
牛
育
成

に
繋
げ
ま
せ
ん
か
。

（
※
別
途
　
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
作

り
方
は
、
８
Ｐ
参
照
）

　
宇
都
宮
支
所

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
交
流

（
宇
河
今
市
地
域
）

　
11
月
９
日
、
宇
河
今
市
地
域
酪
農

組
合
（
木
村
康
彦
組
合
長
）
主
催
に

よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
、
富
谷
小

学
校
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
組
合
員
及
び
そ
の
家
族
が
一

同
に
会
し
、
12
名
参
加
の
も
と
プ
レ
ー

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は
簡
単
で
楽

し
く
、
そ
し
て
健
康
的
な
ゲ
ー
ム
で

あ
り
、
絶
好
の
親
睦
交
流
を
図
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
会
場
で
は
「
入
っ

た
ー
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」「
あ
ー
惜

し
か
っ
た
ぁ
」
な
ど
、
喜
ん
だ
り
が
っ

か
り
（
？
）
し
た
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、
場
所
を
北
海
ラ
ー

メ
ン
第
二
大
晃
店
に
移
し
、
金
田
修
一

副
組
合
長
の
進
行
に
よ
り
、
和
や
か
に

表
彰
式
及
び
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
女
性
３
名
が
上
位
入
賞
し
、
懇

親
会
で
は
今
後
も
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

と
い
う
声
が
相
次
ぎ
、
散
会
し
ま
し
た
。

搾
乳
体
験
と
研
修
会
開
催

（
青
年
部
及
び
女
性
会
塩
谷
支
部
）

　
11
月
18
日
、
青
年
部
と
女
性
会
の
塩

谷
支
部
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ナイスショット！ピンに向かって一直線

クリスマスバージョンのカーフジャケット
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先
ず
、
青
年
部
（
山
本
訓
支
部
長
）

で
は
、
矢
板
市
の
こ
ど
も
の
森
こ
こ
ろ

保
育
園
に
於
い
て
、
搾
乳
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
５
名
の
支
部
員
が
参

加
し
、関
東
生
乳
販
連
の
体
験
車
に
て
、

乳
搾
り
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
め

て
牛
に
触
れ
る
園
児
も
多
く
、
牛
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
女
性
会
（
仲
山
美
知
子
支
部

長
）
で
は
、
研
修
会
と
し
て
那
須
町
の

ホ
テ
ル
・
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
那
須
に
於
い

て
、
支
部
員
９
名
が
〝
ポ
ー
セ
リ
ン

ア
ー
ツ
〟
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
カ
ッ
プ
や
お
皿
に
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
柄
の
器
を
作
る
こ
と

で
す
。
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性

に
よ
り
独
創
的
な
作
品
が
で
き
、
み
ん

な
満
足
感
の
な
か
、
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　
県
南
支
所

２
地
域
酪
農
組
合
合
同
研
修
会
を
開
催

　
11
月
10
日
、芳
賀
地
域
酪
農
組
合（
小

林
隆
志
組
合
長
）
と
河
内
南
部
・
下
都

賀
地
域
酪
農
組
合（
根
本
壽
一
組
合
長
）

に
よ
る
合
同
研
修
会
を
県
南
支
所
に
て

開
催
し
、
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
は
、
丸
山
純
氏
（
静
岡
県
・

㈲
朝
霧
メ
イ
プ
ル
フ
ァ
ー
ム
）
を
講
師

と
し
て
、「
若
い
酪
農
家
が
奮
闘
し
気

が
付
い
た
こ
と
…
」
と
題
し
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
丸
山
氏
は
、
酪
農
の
専
門
的
教
育
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
成
牛
飼

育
経
験
が
な
い
こ
と
を
逆
手
に
取
り
、

常
に
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
と
、
既
存

の
プ
ロ
セ
ス
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
発
想
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
特
に
、

①
乳
房
炎
、
②
蹄
病
、
③
周
産
期
病
の

乳
牛
の
三
大
疾
病
に
対
し
て
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
自
分
た
ち
で
行
い
、
結

果
的
に
疾
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
牧
場
で
働
く
者

に
と
っ
て
、「
自
分
で
や
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
気
持
ち
の
う
え
で
と
て
も
大

切
で
あ
り
、
自
分
で
や
る
か
ら
こ
そ
責

任
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分
で
予
防
処

置
を
行
い
、
不
調
だ
っ
た
牛
が
元
気
に

な
る
様
子
を
見
て
経
験
す
る
こ
と
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

最
終
的
に
は
牧
場
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
質

疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
と
て
も
有

意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
、
支
所
協
議
会

事
業
と
し
て
花
の
苗
と
球
根
を
配
布
し

ま
し
た
。今
後
も
環
境
美
化
に
取
組
み
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
帳
・
記
録
と
併

せ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
乳
生
産
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
県
南
支
所
管
内

の
牛
舎
環
境
調
査
は
12
月
２
～
９
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

初めての搾乳体験

ポーセリンアーツ体験

講師の丸山純 氏

研修会風景
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カーフジャケットの作り方
（※別途）

表

表

裏
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平成 28 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 10 月期実績 前年同期実績 前年比 10 月末実績（累計） 前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 71,495,507 71,978,261 99.3 493,399,241 493,944,112 99.9 

（ う ち 学 校 向 け ） 12,358,038 12,885,649 95.9 68,499,606 69,097,111 99.1 

は っ 酵 乳 向 け 12,508,843 12,827,894 97.5 91,184,337 91,373,313 99.8 

特 定 乳 製 品 向 け 4,163,112 3,440,578 121.0 49,138,931 52,174,269 94.2 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,576,318 1,513,681 104.1 11,252,923 12,242,247 91.9 

チ ー ズ 向 け 57,744 63,120 91.5 440,501 467,188 94.3 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 89,801,524 89,823,534 100.0 645,415,933 650,201,129 99.3 

加 工 比 率 4.64 3.83 － 7.61 8.02 －

生
乳
販
売
課

　
平
成
28
年
10
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

１
０
１
・
１
％
（
１
万
９
６
４
１
ｔ
）
と
、

４
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
上
回
る
生
産
で

す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高

原
支
所
は
１
万
２
８
３
３
ｔ
（
前
年
比

１
０
１
・
９
％
）
宇
都
宮
支
所
２
４
８
３

ｔ
（
前
年
比
１
０
０
・
１
％
）、
県
南
支

所
４
３
２
６
ｔ
（
前
年
比
99
・
４
％
）

と
な
り
、
県
南
支
所
の
生
産
量
が
前
年

を
下
回
る
状
況
で
す
。
出
荷
者
数
は
、

前
年
同
月
よ
り
19
戸
減
の
４
４
４
戸

（
内
、
学
校
は
２
校
）
で
し
た
。

　
10
月
度
迄
の
平
均
乳
質
は
、
脂
肪
率

は
９
月
・
10
月
と
連
続
し
前
年
を
下
回

る
状
況
、
無
脂
固
形
分
率
も
同
様
に
若

干
前
年
を
下
回
る
状
況
で
推
移
、
細
胞

数
は
４
ケ
月
振
り
に
前
年
よ
り
増
加
す

る
成
績
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
10
月
の

不
合
格
件
数
は
84
件
で
、
体
細
胞
数
の

不
合
格
件
数
が
32
件
減
少
し
、
６
ケ
月

連
続
で
前
年
を
下
回
る
状
況
で
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
10
月
総
受
託
乳
量

は
８
万
９
８
０
２
ｔ
と
な
り
、
前
年
比

１
０
０
・
０
％
、
マ
イ
ナ
ス
22
ｔ
と
な

り
、
２
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
生

乳
生
産
量
が
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
台
風
と
某
乳
業
工
場
の
火
災
の
影

響
か
ら
加
工
向
け
が
増
加
し
、
飲
用
向

け
前
年
比
99
・
３
％
と
前
年
を
下
回
り
、

加
工
向
け
は
１
２
１
・
０
％
と
、
大
き

く
前
年
を
上
回
る
実
績
で
し
た
。

　
10
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

で
前
年
比
99
・
４
％
と
２
ケ
月
連
続
の

減
少
、
都
府
県
も
99
・
１
％
と
13
ケ
月

連
続
し
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
全
国
の
生
産
量
は
99
・
３
％
と

３
ケ
月
連
続
で
前
年
割
れ
の
状
況
で
す
。

　
尚
、
平
成
28
年
10
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
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10 月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 10 月 ５ 日 490 438 89.4％ 794 65 59 942
豊 富 10 月 13 日 337 263 78.0％ 768 3 2 838
根 室 10 月 17 日 486 460 94.7％ 837 49 49 1,020
釧 路 10 月 18 日 197 168 85.3％ 787 8 5 902
十 勝 10 月 19 日 494 472 95.5％ 862 67 62 1,007
北 見 10 月 20 日 389 324 83.3％ 793 29 11 926

合 計 2,393 2,125 88.8％ 807 221 188 928
前 月 2,274 1,905 83.8％ 750 223 176 904
前年同月 2,028 1,600 78.9％ 590 110 94 724

初妊牛の今後の動向は、２～３月分娩予定の牛が中心となります。これまでの既報の通り道内での引
き合いの強さや、肉相場の影響等により資源不足が依然として続いています。また、育成牛頭数減少
による育成価格の高騰も初妊牛価格の引き上げに大きく関与しています。このため、初妊牛価格は今
後も強含みで推移するものと思われます。受精卵腹の価格上昇も顕著で、10 月では平均価格が 100
万円を超す事態となっており、天井相場を探るのが非常に困難な状況となっています。導入を希望さ
れる方は遠腹のご検討も含め条件・価格等に十分余裕を持ってのお申込みをお願い申し上げます。

10 月度　県内家畜市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最低 平均 前回比

（
10
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 75 75 61 139,320 38,880 106,416 0

F １雄 122 120 61 387,720 154,440 288,099 6,142

F １雌 98 98 57 278,640 91,800 196,251 ▲ 814

（
10
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 0 0

F １雄 16 16 99 388,800 280,800 337,973 35,393

F １雌 14 14 97 312,120 189,000 286,354 4,879

今回の初生牛取引価格は前回から比較し、那須・館林市場共にやや強
含みで推移しています。元牛相場や枝肉市場等の動向で、初生牛相場
も影響を受けますが、これより以前から小幅な上下を繰り替えしてお
りますので、今後も同様に小幅な動きを続けつつ、やや強含みで推移
していくものと思われます。

　
９
月
度
理
事
会
（
９
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
職
員
採
用
に
つ
い
て

㈤
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈥
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
８
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　
10
月
度
理
事
会
（
10
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈤
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈥
　�

子
会
社
の
上
半
期
事
業
実
績
に
つ

い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　�

９
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

職
員
人
事

新
規
採
用
（
10
月
１
日
付
）

本
　
所
　

業
務
部
付本

橋
　
孝
之

　
こ
の
度
10
月
よ
り
、
縁
あ
っ
て
御
世

話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ー
カ
ー
在
籍
中
に
は
20
年
間
、
北

は
豊
富
、
南
は
岡
山
ま
で
酪
農
畜
産
業

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
栃
木
営
業
所

に
在
勤
中
は
、
酪
農
と
ち
ぎ
の
全
支
所

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
組
合
員
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
組
合
員
の
自
給
飼
料

や
飼
養
管
理
の
面
で
、
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
農
業
労
災
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
!!
》

　
今
年
度
に
お
い
て
、
農
業
労
災
災
害

事
故
が
10
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
発
生
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

○
牛
と
の
接
触
事
故
　
　
　
　
…
６
件

○
牛
の
移
動
中
の
転
倒
に
よ
る
事
故

…
１
件

○
ロ
ー
ダ
ー
作
業
中
の
事
故
　
…
１
件

○
牛
舎
屋
根
蜂
の
巣
駆
除
作
業
中
の
事
故

…
１
件

○
ダ
ン
プ
の
荷
台
よ
り
落
下
事
故…

１
件

　
年
末
に
向
か
い
何
か
と
忙
し
い
時
期

に
な
り
ま
す
が
、
健
康
管
理
を
含
め
万

全
な
体
制
で
酪
農
全
般
の
作
業
に
あ
た

り
、
農
作
業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

要 注 意

⌒
⌒

⌒⌒


